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漁網染料の効力(第5報)

川崎毅一・西山作蔵・中村秀男

〈漁業学教室〉

ON THE EF事‘ICACYOF NET PRESERVAT1VES く5)

Giichi KAWASAKI， Sakuzo NISHIYAMA and Hi<k初 NA区A班活A

CFacu1ty of Fisheries， Hokkaido University) 

This pa抑留 waswritten for the purpo鵠 ofmaking clear the切窓s&rvingefficacy of the 

鴎 :wnet pree町 vative“AMIRONG"against the weakening of cottontwine in the縄a.， 
It was learned that the efficacy of dye-stuffs“AMIRONG" is pr枇tygood during an 
entire high-tempぽatureseason. 

It was not possible to measure the. dye-stuffs No. 1-2 owing to the ~tflow. 

The prl伎町vingefficacy of each dye-fituff is indicated in Table 2. 

The new net pr僻 rvative"AMIRONQ" is verγgood and d}"日 tuffNo. 3' isb側 :er由加

No.4. 

Studi，回 onthe efficacy of dye-喝tuffswere made according to MURAYAMA and K.AWAsAKI's 

form山 T=Toe-k(t叩〉

1.緒言

さきに新しく漁網染料として試作された「アミロシグ」第1-4号に闘してその効力試験の委托を受

け，予てより種々の実験を進めて来た。

本報はその一部主として浸漬試験の結果にづいて遮ぺる。

亦従来白煮日乾後染付せるものの効果については等しく認められる所であるが，自煮畿の日乾が油

性系染料に対し如何程の影響寄与及ぼすものであるかにづいても検討して見た。

備委托試験品との比較検討のため既往に於ける主な漁網染料も供試材料として併せて集施した。

実験中時化のため浸積枠が流失され委托試験品第1号及び第2号の測定はなし得なカりたJ識に遺
憾である。

本実験に当り終始御協力下さった森町字尾白内西川漁場の諸氏に対し厚く感謝の意を表ナる。

民材料及び方法

新製品の染付及びその取扱ひに関しては総てその処法の指示する所に従ひ，既往に於げるものは前

回同様の手順とした。

亦測定は犬西製蓑錘式試験機を使用し，数値は村山及び川崎の実験式に準拠し処理したd

〈イ〉供試綿糸 20番手10号綿糸

一鈍+ー



"çÞ)""~民試費食料

A. 素糸〈白煮〉

C. 三洋式漁網染料

B. 日東漁網染料

D. コーJレグ四λJ

E ι 「カ'7チJ+ r 宮町 Jレタ ~JレJ Fト♂アミロシグ第3号

G. アミロνグ第4号A H. アミロシグ第4号B

註委托試験品中符号 A.Bとあるは女の如く区別する。

A. 綿糸の白煮後日乾して染付したるもの

B. 綿糸の白煮後日乾せ歩車ちに染付したるもの

〈ハ〉 漫漬地及び期間

茅部郡藤町字尾白内沖会

直昭和28年8月10日 至昭和28年11月24日

8.試験結果

寝泊貨試験結果は第1表に示ナ。之に依P腐朽曲棋を劃けば第1図の如くになる O

TaIIe 1 Experimental result 

加 l-s1S !r-!-s-牛E-l-s日|出
Sept 10 12.伺 14.92 13.28 14.53 12.32 14.23 12.80 

17 14.34 18.26 16.邸 15.61 13.79 18.39 12.部 19.48 I 19.1C 
24 12.39 16.77 16.22 19.39 14.42 16.91 11.81 却 .20 18.2 

oct 1 10.78 14.39 15.51 14.59 15.28 ]3..27 12.37 18.41 18.0 

8 10.01 ロ.37 12.21 12.42 15.16 14.17 11.07 16.46 1~.1 

13 9.44 10.55 9.17 12.74 15.16 16.21 10.61 

却 8.86 10.16 9.02 12.83 15.05 16.72 11.29 却 .67I 15.2 

z1 8.34 10.04 7.34 10.45 14.回 14.92 10.01 17.切 li.4
Nov 3 6.48 9.53 15.47 14.43 13.14 19.07 13.8 

10 4.10 8.12 10.72 13.72 12.61 14.92 10.3 

24 1.71 3.64 7.68 9.34 

Da恰 -><'s---'~"""'-'E-I s ~ E I-s-~-了」lf131Zょ:
Sept 10 13.31 16.倒 12.41 14.1'7 12.10 12.盟 13.58 I 12.77 
17 13.お 20.82 14.48 16.50 15.92 16.88 15.38 19.04 19.1C 

24 12.剖 18.36 15.13 15.90 16.89 16.07 16.13 16.01 18.2 

Oct 1 13.04 16.80 15.60 13.82 15.69 12.63 16.05 15.12 18.0 

8 12.44 11.∞ 13.86 15.44 14.04 14.87 14.49 17.部 16.1 
13 11.61 19.48 14.29 15.凶 16.25 17.25 14.43 16.96 16.2 

却 12.32 21.21 15.35 15.44 15.54 15.叩 13.48 14.66 15.2 

27 11.部 16.75 14.ω 15.52 15.25 13.63 11.54 13.15 15.4 

Nov 3 13.田 15.05 16.13 14.42 15.76 15.11 11.19 10.67 13.8 
• 10 12.54 13.76 12.31 14.∞ 8.86 12.18 4.舶 8.34 10.3 

24 3.67 8.∞ 1.30 3.拘ー
S : Stress of tension くkg);E : Elongation (Cm) 
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之等に依って供試染料の防腐効果の優劣は大体推察し得るが，更に比較結果を明瞭ならUむお向め
に前越の実験式に依り各供試染料の来事毒朽期間及び腐朽係数を求めた。之を図示す料ば第、2-第9図

となり表示ナれば第2表の如くにおる。、.• 

A.i-ー_ Table2. Effica.cy of P間政ving¥

:コよ立い lkJ_'，土
D ..…・‘A . I 10daysi 0・013.1. 13・51

、B 21 O.α:9 1 14.65 

C 54 卜仏側 1.， 1;'.・珂
D .1 ー l' lI.s1 
E ー|一-.1 12.61 
F， 'l 54、， 1 '0.023 1. ， 14~36 

G 41 I 0.0必 15.28

H 35 1 0.018 1 14.79 
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4.摘 1 要

(1)供試各染料にづいてto.k及びToを求むれば第2表の如くになる。

(2) 漁網染料の効力は高水温時tこ於ぜ優秀であるととが必要である。今回の試験期聞は概して高水

温時に当P腐朽の度合も可成念激なることが予想されたが，試験品の悉くは此の聞に於て充分実

用的であることが証明された矛

く3) 委托詩験品中ナミI't-yグ第1-第2号は実験中流失のために測定す字るζ、乏が出来なかった。

(4) 委托試験品中アミロシグ第2-第4号は共に好成積であったが，就中アミロシグ第3号は効果

γT最も卓越し漁網染料として優秀であることが認められた。

くの綿糸の白煮後日乾して染付けしたるものが然らざるものに比し遥かに優秀であり実際面に大き

な示唆を与へている。

(6) 委托試験品は染付及びその取扱ひについて操作が容易であり優れた特徴のーっと考へられる。

(7) rコールタール」及「カツチJ+ rコールタール」は共に減衰傾向は認泌られなかヲた。

5.結言

時化のため浸潰枠が流失され委托された総てにづいて測定のなし得なかったことは遺憾でdあるがm

測定し:得たものは共に防腐効果が大きく漁網染料として優秀であることが立証された0"

宵漁期以外の保存期間中に於ける種々の実験は引続いて行う予定である φ

文献

川崎外漁網染料の効力〈第A報〉北海道大学水産学粛濠報 3巻4号キ
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